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 消 防 本 部  

 

１ 消防職員・団員の定数と現員 

⑴ 消防職員                         （令和８年４月１日現在 単位：人） 

区 分 消防正監 消防監 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 
その他 
の職員 

計 

定 数 １ ４ 19 45 98 76 ０ 78 １ 322 

⑵ 消防団員                         （令和８年４月１日現在 単位：人） 

区 分 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計 

定 数 １ ５ 18 18 61 78 329 510 

現 員 １ ５ 18 18 52 59 248 401 

 

２ 市勢と現有消防勢力の対比 

⑴ 本部・署                    （各年４月１日現在 単位：人、㎢、世帯、人） 

年 

 区分 

 

職員数 

消防職員１人に対する 署・支署に対する 消防車１台に対する 

面積 世 帯 人 口 面積 世 帯 人 口 面積 世 帯 人 口 

令和６ 323 6.61 294 504 213.64 9,493 16,295 125.67 5,584 9,585 

令和７ 322 6.63 294 496 213.64 9,472 15,982 125.67 5,571 9,401 

令和８ 322 6.63 291 487 213.64 9,395 15,695 118.67 5,220 8,720 

⑵ 消防団                     （各年４月１日現在 単位：人、㎢、世帯、人） 

年 

 区分 

 

団員数 

消防団員１人に対する １分団に対する 消防車１台に対する 

面積 世 帯 人 口 面積 世 帯 人 口 面積 世 帯 人 口 

令和６ 396 3.4 231 394 75.7 5,090 8,660 48.69 3,272 5,567 

令和７ 390 3.5 233 392 75.7 5,045 8,493 48.69 3,243 5,460 

令和８ 401 3.4 226 375 75.7 5,007 8,344 50.49 3,338 5,563 

⑶ 消防車・救急車の出動回数について 

ア 火災・警戒出動概要 

令和７年中の出動状況は65件の火災が発生し延べ566台の車両、2,291人の隊員が出動し消火活動を

実施、その概要は次表のとおりである。 

(ｱ) 火災出動状況                           （単位：件、台、人） 

        月 
区分 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 計 

火災件数 １ ４ ２ ６ ４ ９ １ ６ ７ ８ 11 ６ 65 

出
動
台
数 

消防署 ９ 33 16 45 14 71 ２ 56 43 54 85 50 478 

消防団 ３ ５ ４ 16 ２ ８ ０ 12 ７ 10 15 ６ 88 

計 12 38 20 61 16 79 ２ 68 50 64 100 56 566 

出
動
人
員 

消防署 41 97 53 156 55 262 ７ 217 154 193 302 226 1,763 

消防団 32 31 17 83 13 49 ０ 77 46 48 105 27 528 

計 73 128 70 239 68 311 ７ 294 200 241 407 253 2,291 
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(ｲ) 警戒出動状況 

区 分 
 

出動種別 

件 数 

（件） 

出  動  台  数（台） 出 動 隊 員 数（人） 

消防署 消防団 計 消防署 消防団 計 

警報器等 107 183 ０ 183 726 ０ 726 

油・ガス 128 282 ０ 282 1,055 ０ 1,055 

集合煙突 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

異常燃焼 ４ 16 ０ 16 67 ０ 67 

そ の 他 988 2,319 14 2,333 8,268 68 8,336 

計 1,227 2,800 14 2,814 10,116 68 10,184 

(ｳ) 火災・警戒出動状況の推移 

年 
区分 令和５ 令和６ 令和７ 

火災出動 

件 数(件) 50 43 65 

台 数(台) 369 407 478 

人 員(人) 1,487 1,615 1,763 

警戒出動 

件 数(件) 966 1,072 1,227 

台 数(台) 2,217 2,434 2,814 

人 員(人) 7,928 8,863 10,184 

イ 救助出動概要 

令和７年中の救助出動は64件で、これに対し330台の車両、1,286人の隊員が出動し業務を遂行した。 

事故種別ごとに出動件数をみると、交通事故及び水難事故が全体の75％を占めている。 

(ｱ) 前年比救助出動状況 

年別比較 
 

件数 
令和７(Ａ) 令和６(Ｂ) 

比 較 増 減 

件数(Ｃ) (Ｃ)／(Ｂ) 

出動件数（件） 64 51 13増 25％増 

(ｲ) 事故種別出動状況 

種別 
件数等 

交通事故 水難事故 
機械による 
事   故 

建物等に 

よる事故 
その他 計 

出動件数(件) 35 13 ０ ０ 16 64 

出動台数(台) 171 89 ０ ０ 70 330 

出動人員(人) 632 334 ０ ０ 320 1,286 

(ｳ) 署々別出動状況 

方面別 
件数 

中 央 方 面（うち東方面） 西 方 面 計 

出動件数(件) 35（12） 29 64 

(ｴ) 救助出動件数の推移 

年 
件数 

令和５ 令和６ 令和７ 

出動件数(件) 55 51 64 
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ウ 救急活動概要 

(ｱ) 資格者及び救急隊の状況（令和８年４月１日現在） 

ａ 救急救命士  資格者 80人 

ｂ 救 急 課 程  資格者133人 

ｃ 救急隊の配置状況 

・中央救急隊 

・東救急隊 

・愛国救急隊 

・西救急隊 

・レタラ救急隊 

・阿寒救急隊 

・阿寒湖温泉救急隊 

・音別救急隊 

・白糠救急隊 

計９隊運用（全隊高規格救急自動車導入） 

(ｲ) 年次別救急出動状況 

令和７年の救急出動件数は11,764件、搬送人員10,940人で、前年に比べ出動件数においては428

件増加し、搬送人員においては526人増加した。これは、住民13.4人に１人が救急車によって搬送

されたことになる。また、１日平均32.3件出動したことになる。 

年次別救急出動状況の推移 

年 別 令和５ 令和６ 令和７ 

出動件数（件） 11,571 11,366  11,794  

搬送人員（人） 10,363 10,414  10,414  

１日平均出動件数（件） 31.7 31.1  32.3  

(ｳ) 事故種別救急出動状況（令和７年） 

救急出動件数を事故種別ごとにみると、下記のとおり急病が最も多く、次いで一般負傷、交通

事故の順となっている。 

区  分 急  病 一般負傷 交通事故 その他 計 

件数（件） 8,174 1,599 346 1,675 11,794 

全件数に対する
割合（％） 

69.3 13.6 2.9 14.2 100 

 

３ 令和７年の火災状況（令和７年12月31日現在） 

火 災 件 数        65件       （43件） 

焼損床面積       1,796㎡       （1,837㎡） 

焼損表面積     1,021㎡       （436㎡） 

損 害 額     492,451千円     （101,399千円） 

死   者           ２人         （５人） 

負 傷 者         14人        （３人） 

林   野       1,392ａ           （０ａ）※（ ）は前年数値 

⑴ 火災概要 

令和７年中の火災は65件発生し、前年の43件から22件（51％）増加、27世帯、47名がり災した。 

火災種別では、建物火災46件（全火災の71％）、車両火災７件（全火災の11％）、林野火災２件（全

火災の３％）、船舶火災及び航空機火災の発生は無く、その他の火災10件（全火災の15％）となってい

る。 
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前年と比較すると建物火災は10件増加、車両火災は３件増加、林野火災は２件増加、船舶火災、航空

機火災は前年と同様発生は無く、その他の火災は７件増加、建物火災のうち爆発火災は発生していな

い。 

建物焼損面積合計は、2,817㎡で前年の2,273㎡より544㎡増加し、建物火災１件あたりで比較すると

焼損面積は１件あたり61.2㎡を焼失、前年の63.1㎡より1.9㎡の減少となっている。 

損害額は、492,451千円で前年の101,399千円より391,052千円増加し、火災１件あたり7,576千円の損

害を受けたことになる。 

火災による死者は２名で、前年の５名より３名減少、負傷者は14名で前年の３名より11名増加、死者

の発生した火災の内訳については建物火災２名となっている。 

⑵ 火災統計 

ア 月別火災状況 

火災を月別にみると、11月が11件（全火災の17％）で最も多い。最も少ない月は１月と７月の１件

となっており、月平均5.4件の火災が発生している。 

イ 出火原因別の火災発生状況 

電気関係が16件（25％）、ストーブが７件（11％）、たばこ及びコンロが各３件（各５％）、放

火・放火の疑いが２件（３％）、煙突・煙道が１件（２％）となっている。 

 

４ 消防車両等の現況                                （単位：台） 

管 理 区 分 
種 別 

消防本部 中央署 西署 東分署 消防団 合 計 

消防ポンプ自動車 
普 通 - １(１)  １(１) １(１) 17 20(３) 

水槽付 - ４(１) ８(１) ３(１) ２ 17(３) 

は し ご 自 動 車 
直 伸 - １ - - - １ 

屈 折 - １ 1 - - ２ 

化  学  消  防  車 - - １ １ - ２ 

特

殊

車 

指 揮 隊 車 - １ - - - １ 

機 材 運 搬 車 - - ５ - - ５ 

救 助 工 作 車 - １ - - - １ 

災 害 支 援 車 - - - １ - １ 

小型動力ポンプ付水槽車 - - ３ - - ３ 

小 型 動 力 ポ ン プ 積 載 車 - - - - ８ ８ 

救     急     車 - ４(１) ８(３） ２(１) - 14(５) 

そ の 他 の 車 両 
緊急車 ４ ３ ４ ２ - 13 

その他 ４ - １ - - ５ 

合   計 ８ 16(３) 32(５) 10(３) 27 93(11) 

    ※（ ）内は予備車の内数を示す 

 


